
モデル事業名 地域資源活用型癒しのばんどう門前通りの形成と担い手育成事業

対象地域 徳島県鳴門市大麻町

今年度の主な取組

①通りコミュニティの活動力アップと担い手育成
・ニーズ調査と研修（ワークショップを含む）の実施
・エコな景観づくりのための通りの清掃等の日常活動のシステムづくり
②イベント広場を核とした交流策の検討
・イベント広場の設置、子供向けイベント等の企画
・通りのコンセプトを明確にした「懐かしい昭和の街並み」「子どもの昭和
の遊び場」の創出
③快適な通り空間と世界遺産への道の整備
・四国霊場第一番札所霊山寺山門の見える区間での板塀化の調査・試
行による通り景観づくり
・通り空間の快適性を高める、電柱カバーの取り付け
・癒しの景観と遍路道の道標づくりとしてグリーンラインの試行
・地域資源である大谷焼きの通りの緑化用としての鉢植えの試作

活動結果

①通りのコミュニティ活動力アップと担い手育成、②通りの核としてイベ
ント広場を開設するための調査研究、③通りの景観の整備と試行を通じ
て、コミュニティ創生の基礎的条件は作ることができましたので、次期は
通りのイベント企画を充実させるべきと思います。さらに、この通りを核と
して、ばんどう地域の「自治的コミュニティ」創りを目指し、活力ある地域
づくりに取り組んでいくことが必要であると認識しています。

　当板東地区中心街は、四国霊場第一番札所である霊山寺の門前町で
あり、かつ、四国遍路の第１歩を踏み出す地であることから、多くの店が
立ち並び、賑わいのある地域でしたが、モータリゼーションの進展や、隣
町への大型量販店の出店等による影響を受け、商店街の客足は激減し
休廃業が相次ぐなど衰退が著しい状況にあります。特に中心商店街の
現状は、構成員の30%が事業所、25%が休眠店、空き地となり、コミュニ
ティの構成員も変容しコミュニティ活動が機能しない状況であり、コミュニ
ティ活動の担い手育成が急務となっています。
　こうした中、平成19年度において都市再生モデル調査を実施するとと
もに、地元商店街の構成員の変化に対応して、商店街の名称を「ばんど
う門前通り」と改称したところであり、今後、通り協議会、NPO法人、自治
振興会、行政等が連携して、地域のコミュニティ活動を活性化させていく
ことが重要な課題となっています。
　現在、四国霊場八十八ヵ所と遍路道については、四国4県が共同で世
界遺産登録を目指しており、こうした取り組みに歩調を合せ、四国霊場
第一番札所である霊山寺の門前町である特徴を活かし、地域の関係主
体と連携しながら、世界遺産にふさわしい門前通りとして、築き上げてい
くことを目指しています。
　また、本地域には、四国霊場第一番札所霊山寺のみならず、多くの参
詣者のある阿波一之宮大麻比古神社、ベートーベン「第九」のアジア初
演の地となった「板東俘虜収容所」跡もあることから、これらのすぐれた
歴史的、文化的風土を活かし、コミュニティの活性化と人材育成を継続
的に展開することにより、地域の活性化や交流人口の拡大を図りたいと
考えています。

活動概要

　平成２０年度　「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　



当初予想していな
かった効果

　コミュニティニーズ調査は、計画では通りを持つ霊山寺・山田両自治会
を対象に実施する計画でしたが、調査地域の範囲を広げるよう指導講
師からアドバイスがあり、板東地区自治振興会長と協議して萩原団地自
治会（会員82）、宝蔵自治会（会員70）、共栄自治会（会員58）、大西自治
会(会員77)の4自治会を加えて実施しました。このため、今後の活動につ
いて呼びかける範囲が広がり、動員力を増すことが期待されます。
　通りの景観づくりの中で、四国霊場第一番札所への遍路道の道標と通
りのエコグリーンへのアピールをねらいとしましたが、試行後は遍路道の
目印のほかに、道路幅を示す外側線の位置にあるため安全帯となり、
通行人に安全感を持たれているようです。

実施状況（写真）

【写真】板塀化の試行（景観づくり） 【写真】グリーンラインとへんろマーク試行

　　【写真】門前通り電柱カバー　　【写真】大谷焼を活用した通り緑化用鉢植え

応募団体名 NPO法人まちづくりサークル大麻
リンク http://www.tv-naruto.ne.jp/genkinamati-ooasa/index.html
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